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宇
佐
美
ミ
サ
子
本
書
は
著
者
が
本
学
大
学
院
時
代
か
ら
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
世
に
問
わ
れ
た
論
文
集
で
あ
る。まずはじめに後学のわれわれにとって、著者の長年にわたる
研鐵の労に深甚の敬意を表したい。
と
こ
ろ
で
、
福
沢
諭
告
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
伝
記
的
・
思
想
的
解
明
は
為
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
よ
う
に
「
福
沢
屋
諭
吉
の
研
究
』
と
題
さ
れ
る
書
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
・
印
筆
者）。福沢が「福沢屋諭吉」の呼称を用いたのは、自らの著作を出
版
・
販
売
す
る
た
め
に
、
明
治
二
年
（
一
八
七
○
）
に
書
物
問
屋
仲
間
に
加
入するに際して名のった屋号である（第Ⅱ部第一章）。福沢が一時
期
出
版
事
業
に
手
を
染
め
た
こ
と
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
も
著
者
の
学
会
報
告
で
初
め
て
知
っ
た
。
本書は福沢諭吉（一八三五～一九○一）が安政二年（一八五五）
に緒方洪庵の適塾に入り蘭学『を研究した時期から、明治十五年
（’八八二）『時事新報』発刊に至るまでの約三○年間の生活と事
績を中心に実証的に究明した史学論文集で、福沢に関する膨大な
資料・文献を余すところなく消化され、精繊な分析方法をふまえ
て出版事業家としての福沢の側面を捉え、「企業経営者福沢諭吉」
八
害
評
Ｖ
長
尾
正
憲
箸
『福沢屋諭士ロの研究』
書
評
『
福
沢
屋
諭
吉
の
研
究
』
（
宇
佐
美
）
の実像を再構成されている。本書は既に発表された論文十二編を
骨子として、新稿三編とさらに「シーポルトの一八六一年の蘭文
日記」を加え、’一一部に構成しそれぞれに「付記」を付している。
以
下
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
、
本
書
の
概
要
を
順
次
紹
介
し
、
充
分
と
は
いえないが、最後に筆者の読後感で締めくくりたいと思う。本書
の章別構成は以下のようである。
第
－
部
「
幕
臣
」
福
沢
の
形
成
・
発
展
過
程
Ｉ
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
前
史
研
究
’
第
一
章
幕
末
洋
学
史
に
お
け
る
適
熟
の
地
位
第
二
章
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
補
論
江
戸
幕
府
は
開
国
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。
第
三
章
外
国
奉
行
支
配
通
弁
方
・
翻
訳
方
の
一
考
察
第
四
章
福
沢
の
幕
府
出
仕
に
つ
い
て
第
五
章
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
形
成
過
程
１
文
久
渡
欧
と
の
関
連
と
し
て
’
第
六
章
幕
臣
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
発
展
過
程
Ｉ
『
西
洋
事
情
』
成
立
の
背
景
’
第Ⅱ部「福沢屋諭吉」の生成・発展過程
第
一
章
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
第
二
章
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
第
三
章
福
沢
の
著
作
権
思
想
の
種
本
と
偽
版
問
題
第
四
章
明
治
二
年
の
出
版
条
例
成
立
と
福
沢
諭
吉
第
五
章
明
治
十
四
年
政
変
と
「
時
事
新
報
』
創
刊
第
六
章
福
沢
に
お
け
る
出
版
社
・
著
者
・
読
者
の
関
連八
Hosei University Repository
ｌ
出
版
社
会
史
側
面
’
第
Ⅲ
部
福
沢
諭
吉
の
西
欧
体
験
第
一
章
福
沢
諭
吉
『
西
航
手
帳
』
の
蘭
文
記
事
〔史料〕福沢諭告『西航手帳』の蘭文記事
〔付録〕「西航手帳』の記事概要
第二章現地新聞より見た文久遣欧使節団のオランダ滞在
第
三
章
シ
ー
ポ
ル
ト
文
久
元
年
日
記
に
つ
い
て
ｌ
福
沢
の
外
交
書
翻
訳
と
渡
欧
と
の
関
連
と
し
て
ｌ
〔史料〕シーポルトの一八六一年蘭文日記
見られるように、全体は三部構成をとり、第－部では外国語
（オランダ語・英語）に精通した「幕臣」福沢の幕府外国方の翻
訳方としての生活と成果を探る。第Ⅱ部は「福沢屋諭吉」と呼称
し年商十二、三万両の収益をあげるまでに成功した企業家として
の福沢の実像に迫り、あわせて近代出版企業の内容を明らかにす
る。第Ⅲ部では福沢が「文明開国」「富国強兵」「人材教育」とい
う生涯の大非願をたてる契機となった西欧体験の成果と意義を究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
第１部第一章では、福沢の人間形成を培ったといわれる適塾の
形成・発展を論じ、福沢の稗蒙思想家としての基盤は適熟の中に
築かれていった過程を明らかにする。まず適塾の開塾から、教育
課
程
・
熱
風
・
塾
生
の
階
層
・
地
域
性
・
特
徴
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
適
塾
の
幕末洋学に果たした役割、すなわち適熟の幕末洋学史における位
置
づ
け
を
明
確
に
さ
れ
た
。
第
二
章
で
は
安
政
期
の
海
防
掛
を
制
度
史
的
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
。
ま
ず
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
新
た
に
乙
骨
彦
四
郎
法
政
史
学
第
四
十
一
号
の残した『乙骨耐軒文書』の中の海防に関する史料を中心に海防
係の組織・職制・機能を明らかにし、安政期の海防係体制につい
て詳述されている。本章は安政期の海防掛体制を通して著者の永
年の研究の蓄積である幕末外交制度の一貫をなすものである。第
三章～第四章は通弁方・翻訳方・書物方の形成から確立に至る過
程を明らかにする中で、主要スタッフである人物の経歴を追い、
福沢との協力関係や個汽の事象を通して「幕臣」福沢の人間像を
再構成する。とくに通弁方福地源一郎。箕作貞一郎らとの関係で
福沢が次第に国際的視野を広げていく過程が具体的に明らかにさ
れ性目したい。第五章～第六章では福沢が文久渡欧使節として次
第に政治に対する問題意識を持ちはじめ、政治思想を形成する過
程を明らかにし、「西洋事情』執筆に至るまでの政治的背景につい
て究明された。前章では福沢の渡欧前と渡欧中・帰国後の政治思
想がどのように形成され、国内の「壌夷旋風」の中で、変質して
いくかを叙述する。福沢が経済力・軍事力の基本に「洋法の採用」＃ｊ
と「人材教育」があるとしてその必要性を強調した過程には西欧
体験の見聞・探索の結果があり又その体験は「富国強兵」願望の
政治思想を形成する契機でもあったとする。後章では、慶応期に
福沢が展開した時務論の執筆活動を検討し、『西洋事情』成立まで
を詳述したもので、福沢の「情報」の収集・整理を通して次第に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
感
覚
を
身
に
つ
け
翻
訳
家
か
ら
す
ぐ
れ
た
著
述
家
と
し
ての素質を明らかにされた。
次に第Ⅱ部第一章～第二章は福沢が「福沢屋諭吉」として出版
文化に深い関心を示し出版業自営に乗り出したこと、しかも慶応
八四
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義塾創
設
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
指
摘
し
、
出
版
業
の
活
動
を
通
して言
論
人
・
経
済
人
と
し
て
の
福
沢
の
実
像
に
肉
薄
し
て
い
る
。
第
三
章
～
第
四
章
は
福
沢
が
出
版
業
を
経
営
す
る
に
あ
た
っ
て
著
作
権
・
偽
版
問
題
に
積
極
的に対応していく「実務家」としての福沢について明らかにされ
た。しかしここでは単なる実務家ではなく「翻訳」という作業か
らえた著作権「知識」を著作権「思想」にまで止揚させたこと、
翻
訳
書
を
一
連
の
体
系
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
、
著
作
権
保
謹
の
法
制
化・実効化を公権力に勧告要求するのに実務家であるまえに「啓
蒙思想家」としての姿勢を堅持していたことを強調されている。
第五章では、明治十四年の政変の歴史的意義と『時事新報』創刊
時
の
福
沢
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
詳
述
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
こ
では『法令公布日誌』を福沢がその発行引請けを要請され、公報
日誌社設立を準備したが十四年政変によって流産してしまった。
この間の福沢の新附発行計画と、政府の『官報』発行の経緯、そ
して福沢が純民間新聞『時事新報』第一号を発刊するに至るまで
を明らかにされた。新聞人としての福沢の成功は明治十四年政変
から「独立不撫」という新聞の独立性・中立性の価値を学び得た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
す
る
。
第
六
章
は
福
沢
の
出
版
者
・
著
者
・
読
者
の
関
係
を
探
り
、
三
者
は
一
体
関
係
に
あ
っ
て
こ
れ
が
ま
た
大
き
な
特
徴
を
な
す
と
指
摘
、
福
沢
の
出
版
活
動
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
第
Ⅱ
部
は
以
上
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
企
業
家
と
し
て
の
福
沢
の
実
像
に
せ
ま
り
、
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
の
福
沢
の
合
理
主
義
的
側
面
が
見
事
に
と
ら
えられ大変興味深い叙述であった。
第
Ⅲ
部
第
一
章
～
第
三
章
と
も
福
沢
の
西
欧
体
験
を
中
心
に
論
述
さ
れ
、
書
評
『
福
沢
屋
諭
吉
の
研
究
』
（
宇
佐
美
）
いずれも日蘭関係の論文が主流である。第一章は福沢が文久渡欧
使
節
と
し
て
長
期
に
わ
た
る
西
欧
体
験
で
、
西
洋
へ
の
開
眼
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
『
西
航
手
帳
』
に
つ
い
て
全
文
紹
介
さ
れ
、
第
二
章
で
は
文
久
遣
欧
使
節
団
の
随
員
の
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
の
動
向
に
つ
い
て
叙
述
、
解
説
を
付した。第三章ではシーポルトが第一一回の日本来訪時に書かれた
『蘭文日記』の性格及び概要を明らかにし、巻末に史料全文を和訳
し
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以上、紙数の関係もあり、きわめて不充分な内容の紹介に留ま
ったが、全体を通読した第一の印象は著者が『大日本古文書』の
『幕末外国関係文書」をはじめ、多岐にわたる膨大な文献、史料収
集にさいたエネルギーとそれを駆使されての綿密な実証的分析方
法
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
論
証
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
飯
田
鼎氏は「週刊読書人』（一九八八・一○・一七）で本書を「わが
国の実証史学が生糸出した秀れた成果」と評され「史学探索の厳
密
さ
」
と
「
そ
の
渉
猟
の
広
さ
」
は
他
に
「
類
を
承
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
著
者
の
学
問
研
究
に
対
す
る
誠
実
さ
の
結
実
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
第
二
の
印
象
は
福
沢の知られざる側面から福沢の「実像」が明らかにされたことで
あ
る
。
従
来
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
福
沢
諭
寺
の
企
業
家
と
し
て
の
側
●
面が「福沢屋」という出版業を媒介として浮彫りにされ、かつま
た
そ
れ
は
慶
応
義
塾
の
教
育
活
動
と
の
関
係
で
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
き
わめて印象的であった。これは福沢の現実的合理主義が基底をな
しているのであろうと考えられるが、近代化促進にかける福沢の
情
熱
・
心
情
を
お
し
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
福
沢
は
三
八五
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回にわたって渡航しているが、文久遺欧使節としての亜欧体験が
福沢のメモともいうべき『西航手帳』によって具体的に明らかにさ
れたことで帰国後の福沢の政治に対する見解、思想形成を知る手
がかりとして貴重なものであろう。史料的に大変意義深く今後の
外交史の研究に大いに禅益するものと考えられる。
以上、ご労作に対し非礼をも願ゑず賛しい読後感を記したがご
寛恕戴きたい。近代史の専門家でもない筆者があえて書評をお引
き受けしたのは、著者が「あとがき」に自ら「晩学」と記されて
いるように、著者は四十代後半に本学大学院に入られ、研究一途
に精進されてきた。この学問的情熱に対し筆者は大なる刺激をう
け、著者の学問に対する真蟄な姿勢に衷心より御祝詞を述べたい
か
ら
で
あ
っ
た
。
向後、永く後進の御指導を願い筆者の拙い書評にかえたい。
〔一九八八年七月十五日発行、九八○○円。本文五六○頁、写真二葉人名
索引一八頁、恩文閣出版〕
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